
 
 

 

   

 

 

冬休み明け初日の１月６日。１１日間のお休みでしたが、登校してきた子どもたちは元

気いっぱい、笑顔いっぱい、やる気いっぱいでした。始業前には、声をかけ合ってあいさ

つボランティアで学校中にあいさつの声を響かせてくれました。冬休みの宿題もほぼパー

フェクトで提出することもできました！冬休みの出来事もたくさん話してくれました。コ

ロナ禍での冬休みで、帰省や外出を自粛され、いつもとは違う過ごし方をされた方も多か

ったと思いますが、とても充実した時間だったことを感じました。4 年生も残すところ 

3 ヶ月。「1 月は、行く。２月は、逃げる。３月は、去る。」と言われる程、時間の流れを

速く感じることと思います。一日一日を大切に、確実に力を付け、自信を持って 5 年生を

迎えられるようにしていきたいと思っています。遅くなりましたが…今年も御協力、御支

援等々、どうぞよろしくお願い致します！ 

 

 

 

 

 

７日に、体育館で書き初め大会を行いました。寒い中でしたが、お手本の字を見ながら

丁寧に書くことができていました。その集中力は素晴らしかったです！書き終わった後の

片付けもスムーズで、体育館の床の汚れがないかチェックしたり、ぬれ雑巾でふいたりす

るなど、使った場所を進んできれいにしようとすることもできました。「立つ鳥後を濁さず」

の姿は、4 年生のみんなが確実に 5 年生に向けて進んでいることを感じました。 
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 菅山タイムで、福祉の学習を進めていきます。今回は、学習のテーマを子どもたちと一

緒に考えました。そこで決まったのが、「みんなに幸せを届けよう！」です。誰もみんなが

幸せになるために、どんなものがあるのか、それにはどんな工夫がされているのか、また、

自分たちにどんなことができるかを調べたり、考えたりしていきたいと思います。 

 ＴＨさんは、授業の前日の自学で福祉について調べてきました。昼休みにＴＫＫさんと

ＴＫＴさんは図書室へ行って、手話や点字の本を探しに行っていました。早速、やる気い

っぱいで進んで取り組んでいます。これからの学習が楽しみです！ 

 

 

 

 

 目が見えない体験をして、目が見えない人ってとても大変なんだなと思いました。

案内がない状態だと歩くのがとても難しかったです。目の不自由な人は怖い思いをし

ているんだなと思いました。ペアのＮＨさんは、案内がとても上手でびっくりしまし

た。                            【ＹＫさん】 

 目が見えないと、階段の段差がよくわからなくて歩くのがとても大変でした。上が

ったり下がったり、踊り場のところを回ったりするところがとても怖かったです。途

中でどこにいるのかがわからなくなりました。ペアのＳＹさんの説明がとても上手で

よかったです。                       【ＯＫさん】 

 見えないことはとても怖かったです。どこが壁かわからなかったです。案内がなか

ったら歩くのが難しかったです。ＭＴさんが「ここから階段だよ。」と声をかけてくれ

たので、どこにいるかがわかりました。だからぼくも「まっすぐだよ。」などと声をい

っぱいかけました。                      【ＳＹさん】 

目が見えないと全体の情報が入ってこないから怖かったです。案内は、相手がわか

りやすい言い方をしないとわかりづらいことがわかりました。他の人がいるとぶつか

りそうになったり、一歩を踏み間違えると転んだりするので、ふざけて案内すると目

の見えない人はとても怖いこともわかりました。        【ＭＪさん】 

目隠しをした時は、すごく怖かったです。だから、目が見えない人はすごく大変な

ことだと思いました。案内をする時、いつもは物があったら指で指したりするけど、

見えないから口で言うしかなくて、すごく難しいと思いました。ＹＨさんが「階段だ

よ。」などと言ってくれたので安心しました。ちょっとぶつかったけど、最後まで行け

たのでよかったです。                    【ＮＲさん】 


